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第３３回日本環境会議沖縄大会宣言（沖縄語） 

                       ２０１６年１０月２３日 

                       第３３回日本環境会議沖縄大会 

 

 第３３回日本環境会議沖縄大会や、２０１６年１０月２１日から２３日沖縄県うてぃ ひら（開）かったん。

「環境・平和・自治・人権―ウチナーから未来開ちゅん」でぃぬテーマさーに、国内びけーあらん、外国からん

うほーく（多）ぬちゅ（人）ぬめんそーち、全体会、むーち（６つ）ぬ分科会んじ、活発なむんどー（問答）      

ぬ なさったん。 

 

１．（環境） 

 ウチナーうてぃや、１９８８年に第８回、１９９６年に第１６回ぬ日本環境会議ぬ開催さってぃ、くんかい 

（今回）や３回みーぬ開催なとーん。第１６回ぬウチナー大会うてゅや、軍事基地ぬ・あるくとぅや、公共投資

ぬたみ（為）に・う（起）くいる環境破壊ぬ問題ぬ・あんどー・でぃいち・指摘さってぃ、軍事基地どぅきなす

る（どかせる）くとぅ、また、循環型社会みざ（目指）する・みー（新）さる産業振興さなやー・でぃいぬ提案

ぬなさったん。あんしが、ありから２０年たっちょうしが、うちなーうてぃや、ゆくん・自然破壊ぬすす（進）

でぃ、しま（島）んちゅぬ暮らし・うびや（脅）かする環境汚染ぬん、ぬーぬ てぃだてぃん さららんぐとぅ、

うっちゃん なぎらっとーん。 

 日本政府ぬちゅーじゅーく（強）う（押）しすすみとーる 辺野古新基地建設、高江ヘリパッド建設さーに、

ウチナーうてぃん とぅくに 自然度ん高さぬ、生物多様性いん・まんどーる大浦湾とぅ 亜熱帯ぬ むい（森）

ぬ・まぎまぎーとぅ・くー（壊）さってぃいちゅん。 

 土砂採取場所でぃいち さっとーる 西日本あまくまぬ環境破壊いん・いちでーじ（一大事）なくとぅやん。

なまある米軍基地から う（起）くとーる航空機騒音、有害物質からぬ土壌・水質汚染ぬん、オスプレイぬ強行

配備 はじみとぅし、米軍ぬ運用優先とぅ、うぬむとぅ（元）なとーる排他的管理権ぬ あぐとぅ、       

ましないるどぅくるか、たったわっ（悪）くなてぃいじ、島んちゅ（人）ぬ生活環境とぅ自然環境ぬ うびやか

さっと－ん。 

 

（人権） 

 わったーや、ぬーやかん まじ、くぬよーなウチナーぬ あ（当）たとーる環境問題や人権問題る やるん  

でぃいち、わか（分）らんとーならん。軍隊やむとぅから人権侵害う（起）くする暴力装置やてぃ、うぬ いい

（上）に、日米地位協定なかいし、米軍ぬ排他的管理権とぅ、ふんとうや・うり規制すびち日本政府ぬ      

ぬーんさん（無策）しじゃま ぬたみに、島んちゅぬ権利ぬ すく（損）なーっとーん。 

１９９２年ぬリオ・サミットぬきっかけとぅなてぃ、世界ぬ ちゅぬちゃーや、ゆたさる環境うてぃ     

く（暮）らち、うり くぁ(子)・うまぐぁ（孫）んかい わた（渡）ち いちゅるくとぅどぅ人権やる       

んでぃ いち、いるんな制度ちくてぃ ちゃん。あんしが、ウチナーうてぃや、生活環境・自然環境ぬ破壊しぬ

人権侵害ぬ なーひん すすでぃ、また、反対運動弾圧するたみぬ自由ぬ制約、どぅかってぃアセスさーに、  

知る権利とぅ参加権ぬ侵害さってぃ、島んちゅぬ うむ（思）いや たっぴらかさっとーん。 

 

（平和） 

 なま、ウチナーや日米同盟ぬ強化ぬ てぃーち んでぃ さっとーる新基地建設や、２０１３年ぬ防衛大綱・

中期防衛力整備計画うてぃぬ南西諸島ぬ防衛体制ぬ強化、うぬたみぬ自衛隊配備さーに、日米両政府ぬ軍事要塞

化ぬ なーか（中）んかい あん。 

 ウチナーんちゅや、第二次世界大戦うてぃ、でーじな地上戦かいあた（当）てぃ、うぬあとぅ（後）ん、     

アメリカかい直接統治さってぃ、日本国憲法ぬ平和主義ぬ適用ん う（受）きらんぐとぅし、米軍基地ひきうき

てぃ ちゃしが、本土復帰さるあとぅ（後）ん、うぬ形や変わらん、けーてぃ悪っくるなとーる。 
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 軍隊しや平和や ち（作）くららんでぃ いぬくとぅ、どぅーぬ体験し わかとーるウチナーンチュぬ、   

軍隊ぬ ねーらん、平和な暮らし むとぅ（求）みーる ぬじゅみ（望）や なま 実現ぬ むちか（難）さ    

ぎさ あん。うりだき や あらん、うぬ軍事増強や、攻撃性むっ（持）ちょーる本格的軍事基地建設やてぃ、

憲法９条ぬ平和主義ぬ枠かい絶対 うさ（納）まらんなとーん。 

 日本政府ぬ いちょー（言）る地理的優位論や なー完全に破綻そーん、うりやか・ウチナー中心なさーに、

軍隊かい たゆ（頼）らん 地域全体ぬ安全保障ちく（作）いるたみ、うまんちゅ ぬ じんぶん あちみらん

とー ならん。 

 

(自治) 

 ウチナーや、くぬゆうな政府ぬ どぅーかってぃ かい ちゃー反対そーん。２０１３年ぬ仲井眞知事   

（うぬとぅちぬ）辺野古新基地建設するたみぬ公有水面埋立承認や、公約違反やしや まちげ（間違）ーねー  

らん。ウチナーや、オール沖縄ちくてぃ うまんかいあち（集）まてぃ、翁長県政まんなか なち、辺野古    

新基地建設反対 はじ（始）みとぅし、ウチナーうてぃぬ うふ（多）くぬ課題ぬ改善むとぅみ（求）てぃ     

ちゃん。 

くぬゆーなウチナーぬ かんげー無視する政府ぬ しじゃまや、憲法９２条ぬ保障そーる地方自治ぬ侵害とぅ、

ウチナーぬ自治権、自己決定権ぬ侵害やん。 

 国とぅ自治体や対等協力関係でぃいち き（決）みてーる地方自治法ぬ むとう（下）うてぃ、自治体ぬ    

かん（考）げー まったち ち（聞）かんふーなー し、自治体や あてーめー、政府ぬんちょーん規制しー   

ゆーさん米軍基地ぬ建設・提供を強行するくとぅ、また、なま うくとーる環境破壊とぅ人権侵害うっちゃん  

なぎーる くとうや、民主主義国家とぅし、いかなしん許さらん くとぅやん。ウチナーンチュぬ かんげー  

くなみとーる 行政ぬ しじゃま びけーや あらん、辺野古埋立承認ぬ取消処分かいぬ是正指示ぬ裁判ぬ  

高裁判決や、憲法し まむらっとーる 自治権ぬ うーむとぅ（大本）揺るがするくとぅ やぐとぅ、むる ぬ

自治体 かいん 関係そーる問題やん。 

 むとぅむとぅ、非植民地化ぬ なーかから 発展しちゃる 人民ぬ自決権（国連憲章第１条、国際人権規約  

第１条（社会権規約・自由権規約共通））や、なまうてー、政治的・経済的権利とぅし国際人権法上確立そーん。

米軍基地びけー あらん、琉球弧かいぬ自衛隊配備や、軍事利用ぬ うしちき やぐとぅ、ウチナーンチュ ぬ 

自己決定権侵害するくとう なゆん。 

 くぬような、米軍基地ぬ集中とぅ自衛隊配備しぬ軍事要塞化や、ウチナーぬコミュニティー うち     

や（破）んてぃ、経済的どぅー立ち ぬ 邪魔なとーん。とぅく（特）に、ウチナー本島中心なち         

でぃ（出）きとーる琉球弧や、ぐな島ぬ あち（集）まとーる島嶼地域かい ちゅぬちゃー が うーしぇー   

くるしぇー し し（住）まーとーん。うんぐとーる島んかい、まぎ軍事基地ちくいねー、なままり 自然環境

とぅ まんじゅーんい（生）ちちちゃる しま（地域共同体）ぬ暮らし とぅ 経済どぅー立ち ぬ 邪魔ない

るくとぅ、ゆく わからんとー ならん。 

 

（構造的差別） 

 くぬような、米軍基地ぬ集中とぅ自衛隊配備しぬ軍事要塞化、うぬ くとぅから うまりてぃちゅーる   

島んちゅ かいぬ人権侵害、自治、民主主義ぬ ねーらん くとぅや、高江うてぃぬ 機動隊員ぬ「土人」発言 

からん わか（分）いる ぐとぅ、琉球処分から なま まり かさ（重）にらってぃ ちゃる 長にん（年）

ぬ 構造的差別ぬ あてぃからる でぃきあがてぃ ちょーぐとぅ、うり ねーんなする くとぅや、    

へー（早）くなー 日本全体ぬしーびちくとぅ やん。あんしから、くぬ大会うてぃ や、どぅーなーたー    

文化 むっちょーる ウチナーが う（受）きてぃ ちゃる 琉球処分からぬ 歴史的不正義（植民地化）の  

問題、うりから また、土地・領域・資源かいぬ権利ぬ さだみらったる ２００７年 ぬ 国連先住民族権利

宣言かい基づく自己決定権ぬくとぅ が議論さったん。くぬ問題や、国連うてぃや、一定ぬ議論ぬ なさりてぃ 

ちゃしが、国内うてぃや 充分議論さってー くーんたる問題やてぃ、なまから あとぅや、日本ぬ近現代史   
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確かみてぃ いちがなー 日本全体 さーに 議論ぬ なさりーる びち やん。 

 

２．放射能公害 また、原発被災者ぬ なまぬ暮らし とぅ 被災者支援・原子力政策ぬ問題点 

 

 ウチナーかいや、原発事故ぬ すぐあとぅから、うふぉーく ぬ 被災者ぬ放射能被害うす（恐）りて避難  

しちゃん。うふぉーくぬ避難者や、なさらん・ちねー・ぬ・くりさ  そーてぃ、わらびんちゃー ぬち（命）

まむ（守）いん でぃいち・ウチナーまでぃ避難しちゃん。くぬ大会うてぃん、くぬよーな被災さる ちゅ（人）

ぬちゃーん うふぉーく参加し、なまぬ くち（苦）さ はなし さるくとぅ、ちゅーじゅーく うきとう   

（受止）みらんとー ならん。 

 東日本大震災・原発事故から５年たっちゃる 福島第一原発事故や なま（今）ちきてぃ うさ（収）まらん 

ぐとぅ、十数万人ぬ被災者ぬ避難生活さんとーならんなとーん。 

政府や、原子力緊急事態宣言ぬ むとぅ（下）、年間２０ミリシーベルトを避難指示目安なさーに、放射線   

障害防止法とぅ原子炉等規制法むと なちょうる 年間１ミリシーベルトきうーとーる地域かいん避難指示 

んじゃさん たん。また、政府や なま、避難指示解除さーに、住民ぬ帰還や賠償打ち切り などぅ 進みー  

ぶさ そーん。放射線ぬ ちゅかい うゆぶする危険性や 科学的に ゆー わからっとーぐとぅ、政府や放射

能公害の実態 ゆう しらびてぃ、健康被害ふしじゅる たみに 最大限ぬ措置 しーびち やん。 

被災者が避難すがやー さんがやー ち きみーるくとぅや 避難ぬ権利とぅし うむんじららんとー  

ならん。避難さーに ちねー ぬ ゆるがさっとーる 被災者とぅ 放射線公害全被災者ぬ生存権 とぅ いむ 

どぅする くとぅ いっぺー いすがっとーん。また、長期退避そうる避難者ふくみてぃ、避難者ぬ いるいる

な 選択ぬ保障などぅ、住民ぬ健康・生活まむいる たみに 必要な法制度 ちくらんとーならん。福島ぬ事故

さーに、避難者、滞在者でぃいらん、故郷失なたい、うちかわたい し うみちとぅ被害うきとーん。被害    

とぅいむどぅする たみに、うふぉーくぬ被災者が訴訟さーに東電や国ぬ責任追及し、どぅーなーたー権利  

とぅいむどぅすんち たちあがとーぐとぅ、 うまんちゅぬ たしき ぬ むとぅみらっとーん。 

 政府や、原発再稼働、新増設、原発輸出推進そーん。くりや 少数民族とぅとうむに 周辺住民ぬ人権侵害  

とぅ 環境汚染ぬリスク 外国までぃひるぎーるくとぅなてぃ、くぬゆーな くとぅや 許さってー ならん。 

 

 ３．ちゅいなー ちゅいなー が てーしち（大切）にさってぃ、安心し 暮らさりーる しま とぅいむ  

どぅすん。 

 

なままでぃぬ話ぬ共通点や、うふさぬ ちゅぬちゃーぬ利益・繁栄なじきてぃ、いきらさぬ ちゅぬちゃー  

ひてぃほーりー し、また、うり あてーめー でぃいる法律までぃ ちくとーる とぅくるんかい あん。 

 わったーや、戦ぬ あとぅぬ日本ぬ ちゅぬちゃーが、日本国憲法かい まむらってぃ すだ（育）てぃ    

てぃ ちゃる「環境・平和・自治・人権」でぃ いる 基本的価値、また、うぬ かんげー ぬ むとぅ（基）

なとーる「個人ぬ尊厳」でぃいる かんげー かいたちむどぅてぃ、たーがら 犠牲なする しーかた       

や   あらん、ちゅいなー ちゅいなーが うむんじらってぃ、ぬーぬ しわ（心配）ん ねーらん ぐとぅ、        

いちまでぃん くらち・いかりーる ゆ（世）ぬなか とぅいむどぅさんとー ならん。あんし、うぬ          

ゆぬなか ぬ むとぅ なとーる環境 やんたい、ゆぐちゃい さんぐとぅ、くぁ（子） うまが（孫）         

ぬちゃーかい わた（渡）ち いちゅしがる なまぬ わったー ちとぅみ やる。 

くぬ大会ぬ かんげーかた むとぅなち、以下ぬ提言すん。 
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１． 政府やウチナーぬ うむい うむんじてぃ、辺野古新基地建設、高江ヘリパッド建設なま やみらんとー 

ならん。また、なま からちぇーる 米軍基地から うくいる人権侵害 とぅみーる たみに、県民ぬ    

うむい うしぬきてぃ むっちちょーるオスプレイ どぅきなち、世界一 うかーさん でぃ いらっ    

とーる普天間基地 たでーま みちりんでぃ いち アメリカんかい むとぅみてぃ、ウチナーンチュぬ 

権利とぅいむどぅする交渉しーびち やん。また、最高裁判所や、憲法９２条かい さだみらっとーる    

自治権ぬ保障かい りっぱ あたとーる判決 んじゃさんとー ならん。 

 

２． 政府や、汚染者負担原則 ぬがーりーる 日米地位協定 あらたみてぃ、米軍ぬ原状回復義務 さだみ    

らんとー ならん。また、米軍基地からんでぃいち うたがーっとーる環境破壊・環境汚染や、うぬあちけ

ー 日米合同委員会ぬ しーぶさかってぃーしみらんぐとぅ、どぅーなーたー 自治体とぅ市民  団体ん 

基地かい いっち 調らび－るくとぅぬ ないる 立入調査権 かちょうきわる やる。んかし（昔）      

けー（還）さったるじー（土地）ん ふくみてぃ、汚染状況ぬ情報公開 ないるかじり し、島んちゅぬ      

知る権利まむらんとー ならん。 

 

 

３． 政府や、環境とぅ人権かい影響する事業かい 島んちゅぬ かんげー いりーぬ たみに、情報アクセス権

とぅ環境影響評価 かいぬ 参加権 ひるぎてぃ、環境民主主義豊か なする たみぬ法制度ちくらんとー 

ならん。また、どぅーなーたー くる きみーし 邪魔するスラップ訴訟 しみらん対策ん かんげー    

らんとー ならん。 

 

４．琉球弧かい ぬ自衛隊配備や、安保法制ぬ むとう、専守防衛ぬ枠から はんりてぃ、そ―むん 軍事基地

なてぃ、しまぬ環境や自治、コミュニティ やんじゅん。めーにちぬ 暮らしがた たげーに はなしー   

する 民間交流 ひるみてぃ いちゅしがる 平和ちくいる んち ウチナーうてぃや 戦うてぃ     

わかたる かんげーやくとぅ、政府や 琉球弧かいぬ自衛隊配備や なま やみーびち やん。 

 

５．政府や、放射能被害や まちげーねーらん 公害 んでぃ いち みとぅみてぃ、ひるく疫学調査、健康    

調査 うくなやーい、被害ぬ ちゃぬあたい なとーが たしかみらんとー ならん。また、避難者とぅ   

被災者 むる んかい 健康診断うきらち、また、医療費給付、住宅支援ちじ（続）きたい ひる（広）ぎ

たい 生存権うむんじーる施策 へーく ひるぎらんとー ならん。また、被災者が訴訟うくち、         

どぅーなーたー権利 とぅいむどぅすん でぃ いち 立ちあがとう ぐとぅ、うふぉーくぬ市民や    

うり 支援さんとー ならん。 

 

６．政府や、またん放射能被害しぬ人権侵害、環境汚染 うくする 原発再稼働、新増設、原発輸出政策や      

なま やみてぃ、なまある 原発ん廃止し、脱原発さんとー ならん。 

 

７．市民や専門家ぬ ちゃーが、どぅーぬ かんげー たげーに はなしする場所ちくてぃ、民間交流し、      

ちゅいなー ちゅいなー が てーしち（大切）に さってぃ たーん（誰も）ぬーぬ（何の）しわ（心配）

ん さんぐとぅ く（暮）らさりる しま ちくいる たみに、日本、外国ぬ ちゅぬちゃー とぅ、       

まじゅーん かんげーてぃ いちゅん。とぅくに、なまからぬ ゆ（世） かみてぃ いちゅる 若むん   

ぬ ちゃーが 協働 し いちゅし すすみらんとー ならん。  

 


